
老若男女を問わない生涯学習（趣味活動を含む）場を提供しようという活動をしています。福祉サロンに引き続
き、会合（開講式）を行いました。随時、参加者を募集していますので、よろしくお願いします。

県道沿いの紫陽花の手入れ・樋脇川堤防の草刈をしました

平佐東福祉サロン　毎月第3土曜日に開催中
はんとけん体操と脳トレを中心に1時間程度活動をしています。元気度アップカードにも押印できますので、

皆様のご参加をお待ちしております。

あゆみサークル　開講式
あゆみサークルは女性学級・レキバナ会（郷土史探訪会）を中心に高齢者学級に参加されていた方々まで
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足・腰が悪くても椅子に座ったまま体を動かせます。

長野代表から会計・活動の報告、今後の予定の発表

がありました。

茶圓三洋さんのレイバナ講話と山内俊則さんの初期

史跡巡りウオーキングのお話がありました。

お忙しいなか、参加していただき、有難うございました。



象に残っております。水気の多いカマツチの田圃（たんぼ）での作業ですので、ぬかるみの中を歩き廻（まわ）ら
なければなりません。時には深々と足を突込み、草履をとられることも、しばしばでした。

　最後に、若くしてこの学校創り作業に直接参加された故落合真六氏の「手記」の一部を紹介します。

（前略）東中学校造成に参加した頃は、部落の方を除き殆んどの皆様は初めての方々ばかりでした。造成作業

か、・・・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー（中略）ー

を終えて家に帰り、牛の世話を済ませ、夕食の終わった後の決まった仕事は明日の仕事に使用する草履造り

っと広い視野をもって勉強に、また部活動に打ち込んだのかもしれません。残念です。

東中学校の連載が１０回目になりました。だらだらと続けても新鮮味に乏しいと気になっていました。それで
今回で終了します。
ただ、私の在学中「この歴史」についての話を聞くことは残念ながら一度もありませんでした。もう過去のことと
はいえ、校区民の総力で創られた”お話”を一度でも聞く機会があったなら自分のためだけの勉強ではなく、も

第26回　平佐東レキバナ（歴史話）講話　（茶圓三洋さん）
　25　川内東中学校の35年間のあゆみ（10）

みであります。
時代の流れとはいえ、今ここに川内東中学校は開校以来三十有余年の歴史を一応閉じようとしております。

ー（中略）ー
　　将来、子供達に、あの工事造成工事に注いだ祖先の偉大な業績を伝承する手段方法はどうすれば良いの

み。そして、自らこの工事に従事出来た誇りと合わせて、経験の尊さ、人の力の偉大さに只々感きわる思いの

ー「学校を創るの記」を読む⑧ー

5月18日（日）に予定されていたグランドゴルフ大会は前日の雨によるグランドコンディションの悪化のため、中
止になりました。残念でしたが、次回の参加をお待ちしております。

のだ、カズラの張力も大したものだ、金テコの威力、草履履きの足の頑丈さ、更には老若を問わず当時の校区

ら石垣を築き上げていくあの久保田八次翁の豊富な経験をもっての、それこそ自信に満ちた采配による石積

でした。出役（出校）は連日ではありませんでしたが、それでも頭から離れない記憶として草履造りだけが深く印

雑木山の二俣になった木も、それを引張るロープ用のカズラも、日が進むにつれて探すのに一苦労したことを
はっきり覚えています。作業時間内に探しに行く今日の状態と違い、作業に出ない日に、割り当てられた材料を

民の気力、そして機械も何一つ使わず、「尺竹も人間が目で造ったモンジャライ」とそれこそ肉眼で、然（しか）
も実に正確に、石の形状を遠くから眺めながら、運搬して来た私共にあのシワガレ声でテキパキと指図しなが

確保して、それを出校の日に持っていかなければなりませんでしたから、如何（いか）に素朴であったか、むしろ
懐かしい気持ちで一杯です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー（中略）ー
今改めて吉野山駅側に積み重ねられた、巨大な石で築かれた石垣を見るにつけ、当時、人力でよく運べたも

☆ 6月慰霊碑掃除当番 ・・木屋園自治会

５月 ２7日（火） 地区防災会議

３０日(金） 福祉部会合同会議

６月 ４日（水） 夏祭り実行委員役員会

１２日（木） 夏祭り実行委員会

２１日（土） 平佐東福祉サロン

なるべく乗り合わせでの、ご利用を

お願いします。

１人 片道 ３００円

予約や利用の仕方など、詳しく聞きたい

方は、コミセンまで連絡ください。
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